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りがロンドンからイスタンブールの距離に匹敵  

し，アフリカなら東アフリカから西アフリカの  

距離になることを示していた。したがって，東  

ティモールはほんの小さな存在にすぎない。そ  

の場にいたみんなが笑い出した。そんなちっぽ  

けな島に彼ら（諸外国やそこのメディア）はこ  

だわっている」と，帰国の機上で同行記者団に  

語っていた3。  

1999年，その“ちっぽけな存在”東ティモー  

ルがインドネシ アの支配から脱したことで，ア  

チェの分離主義運動がさらに燃えあがり，イン  

ドネシアは，解体か，解体を避けるための連邦  

制への移行か，という厳しい選択さえも迫られ  

る事態に発展した。  

インドネシアがホスト国になって開かれた  

1994年のアジア太平洋経済協力（APEC）首  

脳会議さなかの11月12日，東ティモール出身の  

若者29人がジャカルタの米国大使館の塀を乗り  

越えて侵入，当時服役中のフレティリンのリー  

ダー，シャナナ・グスマオの釈放と，クリント  

ン米大統領との面会を要求して構内にいすわる  

事件がおきた。東ティモールの中J〔一、都市デイリ  

のサンタ・クルズ墓地で，インドネシアの治安  

部隊がデモ隊を銃撃，多数の死者を出したデイ  

リ事件から3年目の11月12日だった。   

APEC会議は29人の乗ティモールの若者が  

米国大使館構内に立てこもるままで開かれた。  

米国大使館侵入事件は，結局，29人の東ティモ  

ールの若者たちがポルトガルに亡命することを  

インドネシア政府が認めることで11月下旬に決  

着した。この解決法を承認したスハルト大統領  

（当時）は面会したある政治家に「ポルトガル  

へ行きたいのなら，どうぞご遠慮なく。もし，  

もっと大勢の人が行きたがっているのなら，そ  

れは実に結構なことだ」と語ったという1。   

これはあるインドネシア政府高官が東ティモ  

ールのカルロス・ベロ司教にかつて言ったとさ  

れる「われわれが欲しいのは君たちの土地だ  

けだ。君らのようなティモール人はいらない」2  

という発言と重なる。1991年のデイリ事件の直  

後，セネガルの首都ダカールで開かれたイスラ  

ム諸国首脳会議に出席したスハルト大統領は，  

「（会議に出席した各国元首たちから東ティモ  

ール問題で質問が出たとき）たまたま持ってい  

た地図付きの手帳を使って東ティモールがどこ  

にあるかを示した。地図はインドネシアの広が  

1 東ティモール  

旧オランダ領東インドを基盤に成立したイン  

ドネシア共和国は独立にあたって，ポルトガル  

領東ティモールの領有権を表立って主張したこ  

とはなかった。ティモール社会民主協会（のち  

に東ティモール独立革命戦線＝フレティリン＝  

と改称）代表としてジャカルタを訪問したジョ  

ゼ・ラモス・ホルタに対して，当時のインドネ  

シア外相アダム・マリクは1974年7月14日，  

「独立はあらゆる民族の権利であり，東ティモ  

ールもその例外ではない。インドネシア政府は  

領土拡張や占有の意図を持っていない」と約束  

していた。民族自決を掲げてオランダと戦った  

インドネシア独立革命の指導者の一人として当  

然の態度だった。だが，スハルト体制確立後，  

インドネシア政治の核心部分を握っていた軍部  
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は異なる考えを持っていた。   

インドネシアの政策決定に対して大きな影響  

力を持っていた軍の情報治安部門の将軍たち  

は，東ティモールがポルトガルの手を離れて独  

立すれば2つの点でインドネシアにとっての不  

安要因になると感じはじめていた。第l点は棄  

ティモールが共産主義勢力の影響下に入るこ  

と。スハルト政権は左傾化したスカルノ政権を  

倒し，スカルノ政権下でインドネシア最大の政  

党に成長したインドネシア共産党を抹殺するこ  

とで成立した反共国家だった。その戸口に共産  

主義勢力の影響を受ける独立国が成立する可能  

性に，スハルトのインドネシアは脅威を感じて  

いた。第2点は東ティモールの国家としての成  

立が，ジャワ中心の政権に不満を持つ国内の反  

政府勢力を刺激することへの懸念だった。   

こうした情報治安部門の将軍たちが東ティモ  

ールの併合をスハルト大統領に働きかけた。  

1974年半ばには，インドネシア国家情報局は東  

ティモール併合をめざした隠密活動「コモド作  

戦」の立案を終えていた4。9月になるとスハル  

ト大統領はウイットラム・オーストラリア首相  

と中部ジャワのウォノソボで会談した。スハル  

ト大統領はウイットラム首相からインドネシア  

による併合に反対しないと告げられた。10月に  

は治安情報部門の大立て者アリ・ムルトポ将軍  

がポルトガルを訪れ，ポルトガル新政府のリー  

ダーたちと秘密会談を持ち，インドネシアによ  

る併合にポルトガルは反対しないという感触を  

強めた。   

一方，東ティモールでは1975年1月，フレ  

ティリンと当初ポルトガルとの連合を唱えてい  

たティモール民主同盟が共闘を組んだ。しかし  

路線の違いから5月にはティモール民主同盟が  

共闘を解消した。この解消の裏には，インドネ  

シアがフレティリンは共産主義者であり，フレ  

ティリンを倒さない限り東ティモールの独立は  

ありえないと，ティモール民主同盟指導部を説  

いたことがあった5。だが，東ティモール住民の  

間にはフレティリン支持が広がっていった。さ  

らにポルトガル政府が7月 ，東ティモールの将  

来を決定するための議会選挙を1976年10月に設  

定，1978年10月には植民地支配を終了する方針  

を打ち出した。ティモール民主同盟が1975年8  

月11日，デイリでポルトガルからの権力奪取と  

フレティリン追放をねらったクーデクーを起こ  

した。ポルトガルの植民地支配者たちがデイリ  

沖のアタウロ島に避難したため，クーデクーは  

ティモール民主同盟とフレティリンの内戦へと  

発展した。10月にはフレティリンがティモール  

民主同盟を制圧し，東ティモールの支配権を握  

った。反フレティリン勢力支援のため，インド  

ネシアは義勇部隊の名目で密かにインドネシア  

兵士を東ティモールに送り込むなど，コモド作  

戦を続けた。11月28日，フレティリンは東ティ  

モール民主共和国の樹立を宣言した。   

フレティリン主導の下での東ティモール独立  

宣言にあわてたインドネシアは，1975年12月7  

日，東ティモールに侵攻した。フレティリン勢  

力に反対する東ティモールの人々の要請にもと  

づいてインドネシアは義勇隊を送ったのだと，  

スハルト政権下で出版されたインドネシアの正  

史『インドネシア国史』は書いた6。しかし，こ  

れはインドネシア国民向けのみえすいた弁明に  

すぎず，東ティモール侵攻作戦の立役者であっ  

たペニー・ムルダニ元国軍司令官は，伝記『ペ  

ニー・ムルダニーある兵士・政治家のプロフィ  

ール』で，東ティモール侵攻作戦は「スロジャ  

作戦」と名づけられた陸・海・空軍で編成され  

た旅団規模の軍事作戦であったと，はっきり述  

べている7。   

フレティリンの主流はスウェーデン型の社民  

主義者だった。なによりもまずナショナリスト  

だった。オランダをインドネシアから追い出し  
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たときのインドネシアのナショナリストと同じ  

ように，自らの政治，経済上の決定権を要求し  

ていた8。しかし，左翼警戒過敏症のインドネシ  

ア軍情報治安当局にとっては，フレティリンは  

体制の不安定要因でしかなかった。軍の情報畑  

を歩きスハルトの側近にのばりつめたアリ・ム  

ルトポ個人にとって東ティモールの併合実現  

は，田中角栄首相のジャカルク訪問をねらった  

1974年1月15日のジャカルタ暴動でそこなった  

スハルト大統領からの信頼を取り戻す好機であ  

った。スハルト大統領にとっては，東ティモー  

ル併合はこの暴動事件や国営石油会社プルタミ  

ナの経営危機といった問題から国民の目をそら  

す政治的効果があった。一般のイ ンドネシア国  

民にとっては，東ティモールの脱ポルトガル植  

民地はインドネシアの脱オランダ植民地・独立  

の延長線上のものと受けとめられ，東ティモー  

ルの「同胞」をインドネシアに受け入れるのは  

地理的にも，人種的にも，文化的にも，先に独  

立を果たした反植民地主義国家インドネシア  

の義務であり温情であるという思いこみがあ  

った。   

東ティモール侵攻ののち，インドネシアは  

1976年7月，東ティモールをインドネシアに併  

合して27番目の州与すると宣言した。以後，東  

ティモールは事実上インドネシア軍の管理下に  

おかれた。インドネシア軍は東ティモールを外  

の世界から隔離したうえで，フレティリン勢力  

に対する蔵滅攻撃，住民をフレティリン・ゲリ  

ラから隔離するための強制移住，米軍がベトナ  

ム戦争で用いた戦略村に似た村落の要塞化など  

をおこなった。1978年にはフレティリン・ゲリ  

ラの指導者，ニコラウ・ロバトがインドネシア  

軍に殺された。いったんは壊滅状態になったフ  

レティリンを再編成したシャナナ・グスマオも  

1992年11月，インドネシア軍にとらえられた。   

また，インドネシアが人口抑制のために採用  

してきた家族計画を，すでに人口が減少してい  

た東ティモール住民にも押しつけ，一方で東テ  

ィモール以外の島からの東ティモール移住を促  

進させる東ティモールのインドネシア化政策を  

進めた。さらに軍部はテロによる住民の支配を  

進めた9。例えば，軍部はニンジャとよばれた影  

の組織を作り，住民の政治活動を監視するとと  

もに，恐怖によ っておさえこもうとした10。   

インドネシアの東ティモール侵攻，その後の  

一方的併合と統治手法に対して先進諸国がとっ  

た態度は，インドネシアの侵攻直後に駐インド  

ネシア・オーストラリア大使が本国に打電し，  

後にメディアにリークされることになった次の  

秘密電報にみごとに要約されている。   

一方には，インドネシアの東ティモール侵  

攻を避難し，東ティモール人の自決権が譲る  

ことのできないものであることを主張する道  

徳的立場があり，他方には，状況のより長期  

的な必然性を実利的，現実的に受け入れる立  

場がある。政府はこの二つの立場の選択を迫  

られている。それは，いわば，ウィルソン風  

の理想主義か，キッシンジャー流の現実主義  

かの選択であるともいえよう。前者はより正  

しく原則にそっているが，後者の方がより長  

期的な国益には役立つであろう11。   

まだソ連が健在だった1975年当時，米国にと  

って最大の関心は東西冷戦下での核戦略の世界  

的展開であった。東ティモール侵攻から20年後  

の1995年11月，オーストラリアを訪問した元米  

国務長官キッシンジャーは，インドネシアの東  

ティモール侵攻と当時の米国の態度について次  

のように語った。1975年12月6日，フォード米  

大統領（当時）と彼はインドネシア公式訪問か  

ら帰途につくさい，空港でインドネシア側か  

ら侵攻作戦について聞かされたと，キッシン  
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ジャー は語り，「その年にはベトナムが崩壊  

し，キューバはアンゴラに武器を持ち込んでい  

た。そういった事情で，われわれはインドネシ  

アとことをかまえたくなかった。ベトナムの崩  

壊によって，きわめて不安定になっている地域  

にあってインドネシアは重要な国だ？た」と説  

明した12。なぜ，米国にとってインドネシアが  

それはど重要だったのか。それは核ミサイルを  

積んだ米原子力潜水艦がソ連側にその行動を探  

知されないよう，潜航したままで太平洋からイ  

ンド洋に抜けるための十分な深さをもった水路  

の確保のためだった。米国は核戦略展開のため  

にはこの原潜通路の確保が欠かせず，インドネ  

シア政府と密接な関係を保っておく必要があっ  

た13。   

オーストラリアにとってインドネシアは自国  

の領土の北側にかぶさるように存在する膨大な  

人口を抱えた隣国だ。自国の安全保障にとって  

脅威となりうると同時に，経済的にも無視でき  

ない国である。1976年10月，プレイザー・オー  

ストラリア首相はインドネシアを訪問し，イン  

ドネシアの東ティモール併合を「人道的な理由  

から」認める発言をした。この容認にはオース  

トラリアとインドネシアの有力企業や官僚で組  

織されているオーストラリア・インドネシア企  

業委員会の意見が強く反映されていた14。オー  

ストラリア政府と企業の意図の一端は，やがて  

1989年12月になってオーストラリアとインドネ  

シア両政府＝が，ティモール・ギャップとよばれ  

るティモール島とオーストラリアの間の海域で  

の共同油田探査事業のための協定に調印したこ  

とではっきりした。また，1993年に米国・のクリ  

ントン政権がそれまでの歴代政権とは異なり，  

インドネシアの乗ティモール政策に深い憂慮を  

表明する国連人権委貞会の決議に賛成すること  

で1976年の併合後初めて国連の場で公式にイン  

ドネシア非難に加わり，また，米上院外交委員  

会が東ティモールの人権状況が改善されない限  

りインドネシアへの武器売去ロを禁止する法案を  

提出したとき，キーティング・オーストラリア  

首相はワシントンを訪問，米国の姿勢に懸念を  

表明してインドネシア政府を喜ばせた。   

日本の政府・企業はオーストラリア以上にイ  

ンドネシアと経済的な深いっながりがあった。  

日本はながらくインドネシアヘの直接投資累計  

額，政府開発援助額ともに諸外国中第1位をし  

めてきた。インドネシアにとっては，日本が輸  

出入両面で最大の相手国であった。1986年4月  

には衆参両院の有志議員が国連事務総長あてに  

東ティモールの自決権を求める書簡を送った例  

はあるものの，自民党政権下の日本政府は多く  

の先進国の中でも抜きんでたインドネシア政府  

擁護派に終始してきた。   

国連は1975年のインドネシアの乗ティモール  

侵攻以来，インドネシアの即時兵力引きあげ，  

併合の拒否と自決権の尊重，東ティモールの人  

権状況古；対する憂慮を，総会や安全保障理事  

会，人権委員会などで表明してきた。しかし，  

オーストラリアは正式に併合を認め，米国，日  

本など多くの先進国は，併合は動かし難い既成  

事実であり，インドネシアは東ティモールを有  

効に支配しているとする立場から，国連決議の  

無視・非協力を通してきた。こうしたことで，  

国連はむなしく決議を繰り返すだけで，東ティ  

モール自決権の実現のために何一つ有効な手を  

打てないできた。  

1974年のポルトガル革命を発端にした内戦，  

インドネシアの武力介入と併合，その後のイン  

ドネシア化政策にまつわる東ティモールの物語  

は，人工的な国民国家のヘゲモニーに抗して自  

決権を求める少数人種グループの苦闘，崩壊し  

たヨーロッパの植民地主義にとってかわる地域  

的帝国主義，国連の理想主義の自壊，国家によ  

る無責任な力の行使と校滑な責任回避という袷  
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戦時代のテーマにみちていた15。   

冷戦構造の崩壊とともに，それまでの安全保  

障から人権べと国際社会の関心が移り，また，  

地域紛争の拡大という新しいテーマが世界をお  

おい始めた。スハルト退陣とインドネシア政治  

の民主化，軍の後退によって，それまで多民族  

国家インドネシア共和国の統合を力で維持し  

てきた“ジャワ帝国主義”の力が弱体化して  

きた。   

東ティモールで1999年8月末行われた「独立  

か，インドネシア残留か」を問う住民投票で，  

独立賛成の意見が圧倒的多数に達したのをうけ  

て，10月19日，インドネシアの最高意思決定機  

関である国民協議会（MPR）が，東ティモー  

ルをインドネシア第27番目の州として認めた過  

去の決定を取り消した。これによって，東ティ  

モールは国連のもとで独立国家へむけて準備を  

始めた。   

東ティモールのインドネシアからの離脱に最  

も力を貸したのがオーストラリアだった。オー  

ストラリア人は東ティモールに特別な感情を持  

っている。太平洋戦争が始まると，日本の東南  

アジア地域占領に対抗するため，オランダとオ  

ーストラリアは400人の奇襲部隊を中立国ポ  

ルトガルの植民地東ティモールの首都デイリに  

送りこんだ。日本軍のオーストラリア北部への  

進攻を防ぐために，東ティモールを前線基地に  

するのがオーストラリアのねらいだった。これ  

がよび水になって，インドネシアを占領した日  

本軍は兵力を東ティモールにも送りこんだ。  

400人のオランダ・オーストラリア奇襲部隊  

は東ティモール人を組織し，日本軍に対してゲ  

リラ戟を繰り広げたが，結局，1942年末ごろに  

は島を放棄した。この住民を巻き込んだ連合軍  

奇襲部隊と日本軍との戦闘や，それがもたらし  

た飢餓で4万から6万人の東ティモール人が死  

んだとされる。  

1975年のインドネシア軍の東ティモール侵攻  

のさい，オーストラリアのジャーナリスト5人  

が東西ティモールの国境近くの町バリオで，戦  

闘に巻き込まれて殺された。ジャーナ リストた  

ちは取材本部にオーストラリアの国旗を掲げて  

いたにもかかわらず，インドネシア軍によって  

意図的に殺害されたと，かなりのオーストラリ  

ア人が疑っていた。東ティモール問題が持ちあ  

がるたびに，オーストラリアのメディアはこの  

ジャー ナリスト殺害事件をくり返し話題にして  

きた。このような過去のいきさつに加えて，オ  

ーストラリア国内には，ノーベル平和賞受賞者  

ジョゼ・ラモス・ホルタをはじめ東ティモール  

からの難民が住みつき，カトリック協会，人権  

NGO，メディアに働きかけ，オーストラリア  

政府の東ティモール政策に影響を与えていた。  

1999年1月，ハビビ大統領は突然，「自治拡  

大か，独立か」を問う住民投票を行いたいと，  

国連に提案した。それまでの自治拡大案から住  

民投票へと一気に進んだこの唐突なハビビ政権  

の政策変更を，多くのインドネシアはオースト  

ラリアの圧力が原因だと推測した。ハビビ政権  

はその成立後，東ティモール問題解決のため  

に，東ティモールに大幅な自治を認めるという  

案を出していた。こうした中で，オース寸ラリ  

アのハワード首相は1998年末，インドネシアの  

ハビビ大統領に書簡を送り，乗ティモール問題  

の解決を促した。その書簡の中で，インドネシ  

アは東ティモールの自治拡大提案の中に，ある  

段階で乗ティモール人自身に自決権を行使する  

機会を与えるという提案を入れることが望まし  

いというのがオーストラリアの見方であると伝  

えていた。   

スハルト失脚後，後継のハビビは積極的に政  

治改革に取り組み，スハルト色を払拭すること  

で，イメージアップに努めてきた。言論の自由  

化，総選挙の早期実施，スハルトの蓄財問題追  
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及のポーズなどがそれである。ハビビは東ティ  

モールの住民投票を決断することで，匡l際社会  

からの評価を勝ち取り，政権の存続の支えにし  

ようとした。現副大統領のメガワティ・スカル  

ノプトゥリをはじめとして，国内から激しい住  

民投票反対論がわき起こったが，ハビビは思い  

とどまらなかった。  

1999年9月20日，オーストラリアの兵士が東  

ティモールに到着した。その同じ日，国連のア  

ナン事務総長が新時代における国連の介入主義  

を進める見解を明らかにした16。ジャカルタは  

この見解を主権に対する侵害とみなし，反発し  

た17。しかし，インドネシア国内にも，インド  

ネシア政府が多国籍軍の派遣を受け入れたのは  

最善の選択であったという意見があった。イン  

ドネシア軍が民兵を組織，武器を提供，指揮し  

ており，インドネシア政府には事態を沈静化す  

る能力はなく，一部の軍人や政治家は，誤った  

ナショナリズムやジンゴイズムで国民を操り，  

自らの失態を多い隠そうとしているという見方  

も強まっていた18。  

イスラム指導者ウラマである。アチェのウラマ  

は，ジャワのイスラム寄宿学校「プサントレ  

ン」に相当するイスラム学校「ダヤ」を運営し  

て，イスラムの教えを広め，後継者である戟聞  

的ウラマを再生産することで，アチェの社会の  

イスラム化を進めてきた20。   

アチェのウラマの基本的性格である戦闘性は  

19世紀末のオランダとの戦争の中でつくりあげ  

られた。オランダは1873年，スマトラ東北部に  

あって16世紀から続いてきたアチェ王国に侵略  

を開始した。これが1903年まで続いたアチェ戦  

争である。戦争は当初，オランダ植民地軍に対  

するスルタンとウレーバラン（領主層）連合軍  

の防衛戦だった。やがてスルタン・ウレーバラ  

ン軍の敗色が濃くなると，チック・ディ・ティ  

ロをはじめとするウラマたちが農民によるゲリ  

ラ組織を指導，オランダに対するジハード（聖  

戦）を唱えて参戦した。ウレーバランがオラン  

ダに降伏したのちも，ウラマの指導の下でアチ  

ェ側はゲリラ戦争を1914年まで続けた。   

オランダ植民地政府の顧問だったイスラム学  

者スヌック・フルフローニュはファナティック  

なイスラム・ゲリラには融和策は通用しないと  

して，世俗の指導者であるウレーバランをオラ  

ンダ側に手なずけてイスラムと敵対させ，ウラ  

マに指導されるイスラム・ジーハード農民ゲリ  

ラを孤立させたうえで全滅させる作戦を取っ  

た21。このオランダの策略によって，テウク・  

ウマルのように，あるときはオランダ側，ある  

ときはアチェ側と，揺れ動く日和見主義のウレ  

ーバランが多く出現した。アチェ戦争の死者  

は，アチェ側10万人，オランダ側1万2，000  

人に達した。   

ウレーバランはオランダ植民地下のアチェで  

オランダの代理人となった。太平洋戦争中イン  

ドネシアを軍事占領し．た日本も，軍政遂行のう  

えでウレーバランを利用した。1945年の日本の  

2  アチェ  

アチェはインドネシアで最初にイスラムが  

入ってきた土地である。アチェ特別州の人口約  

400万人，98パーセントがイスラム教徒であ  

る。そこではイスラムは社会生活の中心的規範  

になっている。シャリーア（イスラム法）はオ  

ランダ統治時代から独立後の今日まで強い実効  

性を持ち続けている。古くからの慣習法とイス  

ラム法が混在しているジャワなどと異なり，ア  

チェでは圧倒的にイスラム法が優越している。  

アチェではイスラム教が個人のアイデンティテ  

ィーだけでなく，結婚，相続，死などの家庭生  

活にまでより強い影響を与えている19。こうし  

たイスラム社会で重要な役割を担っているのが  
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の支持を受け，逃亡先の米国から帰国して抵抗  

組織を再建した。ある意味で，ダウドのイスラ  

ム国家独立の志を継ぐものであった。GAM  

の正式名称はアチェ・スマトラ民族解放戦線  

（NLFAS）という。   

しかし1980年代初頭までに，インドネシア軍  

の圧倒的な軍事力の下で自由アチェ運動は封じ  

こめられた。主だった指導者は戦死，逮捕，あ  

るいは海外に逃亡し，運動は衰退した。ハサン  

・ディ・ティロ自身はスウェーデンに逃れて住  

みつき，海外から運動の再建右はかった。1980  

年代末になると海外へ逃⊂していた分離主義た  

ちはリビアで軍事訓練を受けたあとひそかに帰  

国，ゲリラ活動に入った。リビアで軍事訓練を  

受けたゲリラの数は750人という説や23800人を  

リビアに送り込もうとしたが実際に軍事訓練を  

受けたゲリラは40人に過ぎないという説24もあ  

り定かではない。   

ゲリラ活動再燃のためインドネシア政巧守は  

1989年にアチェを軍事作戦地域（Daerd1  

0perasiMiliter，DOM）に指定した。  

DOMの指定はスハルト大統領退陣後の1998年  

8月7日に解除されたが，この間に軍はアチェ  

特別州に陸軍戦略予備軍や陸軍特殊部隊の兵士  

を派遣，分離主義運動を力ずくで抑えこんだ。  

DOM期間中のゲリラと住民側の死者・行方不  

明者は3，000人にのぼるとされる25。しかし，ア  

ムネスティ・インターナショナルによると，死  

者は1989年から1993年までだけで約2，000人26，  

アチェ基本的人権フォーラムの追跡調査では行  

方不明者は3，000人を下らない27とされる。1991  

年から1995年の間に，インドネシア軍の迫害を  

恐れて5，000人のアチェ人が対岸のマレーシ  

アに逃げ出している28。   

アチェは1970年代の後半に飛躍的に経済発展  

を見た。アルンに代表される天然ガス油田だけ  

ではなく，アルン油田の近くの工業地帯ロスマ  

降伏とともに，インドネシアの独立戦争が始ま  

った。この時期，アチェの人々は独立宣言をし  

たインドネシア共和国とともにたちあがり，  

3，000人のアチ工人がメダンでオランダに対  

する戦闘に参加した。また，アチェ住民は貧し  

い暮らしの中から寄金を募り，それで飛行機2  

機を買って共和国軍に贈っていた。同時に，ア  

チェではウラマが社会革命を指導し，オランダ  

と日本軍政の低値になっていた多くのウレーバ  

ランを殺害，あるいは追放した。   

しかし，インドネシアが独立を達成するとア  

チェは中央政府によって北スマトラ州の一部に  

されてしまった。このためアチェの指導者たち  

が政治から遠ざけられることになった。同時  

に，1950年代の世俗民主主義に対してイスラム  

指導者たちの嫌悪感が募った。1953年9月，ダ  

ウド・プレエが中央政府に対する反乱を始め  

た。ダウドが反乱の足場にしたのは，彼が指  

導する全アチェ・ウラマ連盟（P U S A，  

Persatuan Ulama Seluruh Aceh）だった。  

ダウド・プレエの反乱は，インドネシア独立  

後，西ジャワでインドネンア・イスラム国独立  

を宣言して中央政府に対して武力反乱を起こし  

たダルル・イスラム（イスラムの家）運動のカ  

ルトスウィルヨと関係があった。中央政府は  

1959年アチェを特別州に指定，アチェに宗教と  

教育に関して自治をみとめた。アチェの反乱は  

1959年ごろには下火になった。反乱でアチ工人  

4，000人が死んだ。この中央政府との戦闘で，ウ  

ラマは独立戦争によって手にしたアチェの政治  

指導権を失い，政党政治家，知識人，軍人が代  

わって政治指導者として台頭してきた22。   

アチェの分離主義運動は自由アチェ運動  

（GAM，Gerakan Aceh Merdeka）の指導  

者ハサン・ディ・ティロが1976年12月4日にイ  

ンドネシアからの独立宣言を出したことで再開  

した。ハサン・ディ・ティロはダウド・プレエ  
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ウェなどに1981年までに41億米ドルの資金が投  

資された。これは当時インドネシアでは最大  

の集中投資だった。こうした開発によって，  

アチェ特別州の州内総生産額は1977年の3億  

5，300万ドルから，1980年には10億ドルへと膨れ  

あがった29。アルン油田から生産される原油，  

液化天然ガス，液化石油ガスは1997年には26億  

ドルの収入をもたらした。その他，森林資源  

などを加えるとアチェ天然資源が生む収入は約  

32兆ルピア（1999年12月現在，1万円が65万～  

70万ルピア）にのぼるという試算もあるが，  

1997／1998年度のアチェ特別州予算は1，500  

億ルピアだった30。同時に，アチェの森林資源  

の多くがインドネシアの木材業界を牛耳ってき  

たボブ・ハサンの支配下にあった。ボブ・ハサ  

ンはスハルト元大統領の資産管理の番頭役を務  

めたクローニーだった。   

こうしたことを中央政府によるアチェ搾取と  

みるアチェ住民の反感は強まるばかりだった。  

アチェの中央政月守に対する抵抗はまた，アチェ  

の資源の自主管理を視野においたものでもあっ  

た。1998年12月10日，自治権拡大を求めるロス  

マウェ工業学校の学生たちが出した声明書で  

は，中央政府による搾取を改め，収入の8割を  

アチェに還元し，2割を中央政府の収入とする  

よう求めた31。   

資源配分をめぐる中央と地方との対立は，イ  

ンドネシア独立以来くすぶりつづけてきた問題  

だった。タクディル・アリシャバナは1957年3  

月スマトラ島で開かれたある会議の基調講演の  

中で，強いコネクションで結ばれた政治家，実  

業家が活動する首都ジャカルタはインドネシア  

という魚の頭に食らいっいたヒルであると言っ  

た。ヒルが肥え太れば太るほど，魚はやせてい  

く32，という40年以上前のアリシャバナの嘆き  

と同じ気持ちをアチェの人々はなお感じつづけ  

ていた。   

アチェのイスラム国家樹立願望，中央政府の  

世俗政治に対するイスラム指導者の不満といっ  

た過去ゐ歴史的経緯や，資源の分配の不公平に  

対する不満などがアチェの分離主義運動の要素  

になっている。しかし，現在のように分離主義  

活動家だけではなく，アチェの一般住民の多く  

までが，中央政府への反感をつのらせ，ついに  

は住民投票を求める大きなうねりになった最大  

の原因は，軍によるアチェ分離主義運動への対  

応のまずさのせいである。・スハルト政権はア  

チェの不満を政治問題よりも反乱としてとら  

え，．軍による対ゲリラ・反乱作戦に熱中し，そ  

こで数多くの人権侵害問題をつくりだしてしま  

った。東ティモールと同様にアチェでも，軍は  

結局のところ中央政府に対する反乱を抑えきれ  

なかっ．ただけでなく，中央に対する住民の反感  

を逆に増幅させてしまった。   

アチェの民間活動団体フォルリンカ（FOR  

LINKA，Forum Lintas Kepedulian  

Rakyat Aceh）が，1999年2月3日におこな  

った意見調査では，単一共和国インドネシアか  

らの分離を支持する意見が過半数を超えた。こ  

の調査はフォルリンカの集会に集まった政治  

家，知識人，社会的知名人，大学生などの若い  

世代，教師ら167人から意見を聞いたものだ  

った33。それによると，52パーセントの回答者  

が単一共和国インドネシアからの分離に賛成。  

16パーセントが防衛，通貨，司法，外交を除く  

分野でのすべての自治権を獲得したうえで連邦  

制を採用したインドネシアに参加する。23パー  

セントが大幅な自治権の拡大を得たうえで特別  

州としてインドネシア共和国にとどまる案を支  

持した。限られた自治権しか獲得できなくても  

インドネシアにとどまるという意見は3パーセ  

ント。現状のままでよいという回答は2パーセ  

ントだった。   

この調査はアチェ問題に関心を持つアチェ州  
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住民が，現在の名目だけの特別州の地位から脱  

して，独立あるいはより大幅な行政権の獲得を  

非常に強く望んでいることを示唆している。ア  

チェ州住民の意見を知るために住民投票を実施  

すべきかという意見には，86パーセントが賛成  

した。独立，あるいは連邦制を採用した場合，  

ふさわしい指導者は用意されているかという問  

いには，91パーセントが「されている」と肯定  

で応えた。その指導者にはテクノクラートある  

いは知識人が適当であると答えた人が過半数を  

超える55パーセントだった。イスラム指導者ウ  

ラマがふさわしいと回答した人は8パーセント  

にとどまり，在野の民間人と回答した14パーセ  

ントを下回った。アチェの分離主義運動でウラ  

マは重要な役割を果してきたが，現在では，ウ  

ラマは将来の政治・行政指導者としてあまり大  

きな期待はかけられていないようである。軍の  

弾圧に対する怨念が住民を自由アチェ運動への  

同調・支持へと向かわせたが，一方では，住民  

はかつてのように将来のすべてをウラマに託し  

ているわけではないことをこの調査は示して  

いる。  

ェはインドネシア独立当初からその一部として  

独立運動を支えてきた。ベネディクト・アンダ  

ーソンのいう想像の共同体の一員だった。その  

当初からの共同体の一員がインドネシアから離  

脱しようとする動きは，インドネシアにとって  

東ティモール独立とは比較にならない衝撃であ  

る。   

アブドゥルラフマン・ワヒド大統領は就任ま  

もなく郷里の東ジャワ州ジョンバンで，アチェ  

問題には自らが取り組み，キリスト教徒とイス  

ラム教徒の抗争が激化しているアンボン問題の  

解決はメガワティ・スカルノプトゥリ副大統領  

にゆだねることを明らかにした。ワヒド大統領  

は大統領就任前からアチェの住民投票を容認す  

る姿勢をとってきた。1999年11月16日には7ヵ  

月以内に住民投票を実施する意向を明らかにし  

た。しかし，インドネシア国会が住民投票の中  

に独立の選択を加えることに反対の姿勢を明ら  

かにした。国会は住民投票でなく，アチェの自  

治拡大の提案で問題を処理すべきだとした。と  

ころが，同じ国会のアチェ問題特別委員会は  

1999年12月3日，住民投票を実施すべきだとい  

う見解を明らかにした34。ユウォノ・スグルソ  

ノ国防相もアチェの独立はインドネシア共和国  

解休の引き金になると警告した35。アミン・ラ  

イス国民協議会議長は，インドネシアは連邦制  

をとるべきだという主張の持ち主だが，アチェ  

の独立はインドネシア国民のすべてにとって大  

きな災難となるとして，住民投票を急ぐべきで  

はないと主張した。「率直に言って，アチェは  

いわばインドネシアの大株主だ。アチェがイン  

ドネシアから手を引くことにでもなれば，イン  

ドネシアが揺らぐ」37。とはいうものの，アミ  

ン・ライス議長もアチェ問題解決の妙手を持っ  

ているわけではなかった。「アチェのウラマや  

学生と国民協議会で何度も面会した。彼らはイ  

ンドネシア共和国から独立する固い決意を持っ  

3 フェデラリズム  

これまでみてきたように，東ティモールの独  

立とアチェの分離主義運動は性格を異にする。  

東ティモール問題の核心はインドネシアによる  

植民地支配の拒否だった。それは，インドネシ  

アからの「分離」ではなかった。東ティモール  

はポルトガルの植民地支配から独立する過程で  

インドネシアに併合されていた。オランダの植  

民地支配を拒否してインドネシアが独立したよ  

うに，東ティモールはポルトガルに続くインド  

ネシアの植民地支配からの独立をめざしていた  

のである。   

アチェ問題はこの点で性格を異にする。アチ  
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連邦制に猛反対する意見もある42。歴史的経過  

からインドネシアでは連邦制に対する抵抗感  

が強い。インドネシアは1949年の独立達成直  

後は連邦制を採用，インドネシア連邦共和国  

（RepublikIndonesia Serikat，RIS）  

を名乗っていた。しかし，8ヵ月後の1950年8  

月には単一共和国になった。1949年のハーグ会  

議でイ ンドネシアがオランダから主権の委譲を  

受けて独立を達成したさい，オランダ側の要求  

で連邦制を採用した。オランダは連邦制を採用  

することで，独立戦争中オランダの支配下にあ  

った地域を通じて，新生インドネシア国家への  

影響力を残そうとしたのだ。オランダはインド  

ネシアで独立戦争が始まった直後から，連邦制  

の採用で事態を収拾する構想を持っていた43。   

こうしたことから，スカルノをはじめとする  

ナショナリストたちは，連邦制はオランダによ  

る分割統治につながると強い懸念をもち，独立  

革命達成後，国民が共有していた革命の熱気に  

乗じて一気に単一共和国を達成した。連邦制は  

インドネシアのような広大な群島国には適した  

制度であり，かえって国家の一体感を強める可  

能性もあったが，オランダが連邦制を持ち出し  

たことで連邦制に対する大きな反発を生んだ  

と，スカルノに並ぷ独立の指導者モハマド・ハ  

ッタはかつて語ったことがある44。さらに，独  

立後には，1958年のインドネシア共和国革命政  

府樹立が連邦制に対する嫌悪感を増幅させた。  

インドネシア共和国革命政府指導者の中には，  

反ジャワの地方が集まって連邦国家を形成する  

構想を持つ者，アチェのダウド・プレエと結ん  

でスマトラ国を樹立，ジャワの支配から脱し，  

マラヤと組むアイディアを語る者がいた45。   

連邦制が一つの解決策であるとしても，で  

は，こうした状況下でどんな連邦制を採用する  

のか。その内容についての議論はこれから始め  

なければならない。インドネシアは「多様性の  

ていると語った。私はアチェの独立は群島国  

家インドネシアの解体につながると話したが，  

彼らはもはや聞く耳持たぬといった感じだっ  

た」38と，手の打ちようがないことを明らかに  

した。また，アルイ・シハブ外相もアチェ問題  

の解決が「袋小路におちいっている」ことを認  

めた39。   

32年間におよんだスハルト政権は軍を使って  

地方の要求を封じこめることによって，インド  

ネシア共和国の安定と一体性を維持しようとし  

てきた。スハルト体制の崩壊はインドネシアに  

民主化をもたらしたが，一方で，地方の不満を  

一気に表面化させた。中央政府の都合だけの解  

決策は，地方から激しい反発を受けるという状  

況になった。多民族国家インドネシアは国家と  

しての信頼を急速に失いっつあり，その求心力  

は弱まってきた40。アチェの独立を力ずくで抑  

えこむためには，再び軍に頼らざるを得ない。  

しかし，そのことで再び軍が政治的影響力を取  

り戻す懸念がある。   

インドネシア軍は国防とともに政治・社会的  

な責任も負うという軍の二重機能理論に対し批  

判が強まり，国会における軍の指定議席は1997  

年選挙で75，1999年選挙で38に削減されてい  

る。さらに，将来は軍の指定議席をゼロにし，  

軍を政治から完全に切り離す計画も進んでいる  

最中だ。かつて地方行政の重視と共産主義の排  

除を要求して中央政府に対する反乱派が1958  

年，スマトラにインドネシア共和国革命政府を  

樹立し，これを軍が制圧したことで軍はインド  

ネシア政治の中で発言力を強め，軍を基盤にし  

たスハルトの台頭を許すことになった。   

そこで，アチェ問題の現実的解決策は単一共  

和国を連邦制に移行させる以外にない41という  

意見も強まっている。しかし，ワヒド政権の閣  

僚の中にはスルヤディ内務相のように「インド  

ネシアにとって単一国家が最終選択である」と  
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フィリピン政府はアチェの動きが同国内の過  

激派モロ・イスラム解放戦線をiまじめとするイ  

スラム組織を刺激することに神経をとがらせて  

いる。フィリピンのドミンゴ・シアゾン外相は  

1999年11月18・日，アチェ問題の行方を憂慮して  

いることを明らかにした。シアゾン外相は，ア  

チェ特別州がインドネシアからの離脱を遂げた  

場合，東南アジアが“アチェ病’’という分離主  

義運動に感染する可能性があるとして，アチェ  

問題の解決がインドネシアだけの問鹿にとどま  

らないことを強調した46。   

インドネシアが現在の経済危機から脱するた  

めi；は海外からの投資を早急に呼びもどすこと  

が重要なかぎになる。だが，アチェ問題がネッ  

クになっている。自由アチェ運動は現在必ずし  

もハサン・ディ・ティロの指導の下で一元化さ  

れているわけではなく，2つ以上の派閥に分裂  

しているもようで，インドネシア政府は折衝に  

苦慮している47。また，アチェでは問題解決の  

前提として，人権侵害の罪で歴代の軍の指導者  
を法廷でさばくことを要求している。軍はこう  

した裁判には，当然，強く反対している。さら  

に，ワヒド政権はいまのところ全政党から支持  

を受けているカ 

のぼるころになると，．各政党は独自の動きをみ  
せ始め，政府の一体性は弱まっていくだろう。  

アチェ問題の解決はワヒド政権にとって，残さ  

れた時間との競争という側面ももっている。  

中の統一」（Bhinneka TunngalIka）を国  

是としてきたが，これまで「多様性」よりも  

「統一」がはるかに重要視されてきた。インド  

ネシアのナショナリズム形成の重要な節目であ  

る1928年の「青年の誓い」（SumpahPemuda）  

は「一つの民族，一つの言語・？の祖国」と  

してのインドネシアを唱えた。この 

のこだわりは，やがてインドネシア国家形成の  

過程でモ土ズムへの強迫観念になちていったム  

スカルノとスノミ 

ルト時代の労働組合の一元化，社会組織の1分  

野1組織だけの公認などがその例であった。イ  

ンドネシア共和国が誕生まもない1950年代は民  

主的な憲政の時代として記憶されている。この  

民主的な時代は同時に，地方の反乱，政党の無  

責任な党利党略が新生国家の基盤を蝕んだ時代  

でもあった。32年間にわたるスハルト時代は，  

1950年代の政治のあり方をはっきりと否定し，  

軍を使ってインドネシアに強力なたがをはめて  

きた。スハルト退陣，ハビビ中継政権，ワヒド  

新政権の誕生とともに，インドネシアは1950年  

代の自由を取り戻しつつあるが，一方で1950年  

代に経験した国家としての悲劇の歴史を繰り返  

す恐怖感にもさいな．まれている。多様性と統一  

のバランスを今後どう変えて行くのか難しい舵  

取りをせまられている。   

また，アチェの動向は，インドネシアだけの  

問題にとどまらない。周辺の東南アジア諸国に  

も大きな影響を与える。マレーシアでは1999年  

の総選挙で与党がイスラム原理主義的色彩の強  

い野党に苦戦を強いられた。マハティール首相  

が率いる統一マレー人国民組織（UMNO）を  

中心とした与党国民戦線が獲得議席を前回選挙  

より14議席減らして162議席にとどまり，野  

党が議席数45にのばした。野党の中で躍進した  

のが全マレーシア・イスラム党で，前回の議席  

数13を27に倍増させた。  
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